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火
態
倒
企
で
多
く
の
人
た
ち
が
「
多
く
利
川
す
る

も
の
」
と
し
て
サ
ウ
ナ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
鵬
・

蹄
止
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に

（
皿
塑
）
．
ネ
ソ
ト
カ
フ
ェ
術
抽
荊
の
多
く
は
多
様
な

市
汕
先
を
転
々
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
宿
抽
簡
に

一
ヶ
Ⅱ
平
均
で
二
・
八
万
円
（
来
戒
の
嶋
合
）
し
か
髄

や
し
て
い
な
い
こ
と
（
映
弼
）
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

「
雌
宅
喪
失
不
安
定
就
労
巷
（
Ⅱ
ロ
・
ョ
の
一
風
印
８
ヨ
ヨ
・

鴇
員
二
○
『
穴
①
『
）
」
と
は
、
す
ぐ
れ
て
流
鋤
的
な
存

伽
な
の
で
あ
り
．
そ
の
仔
在
を
拶
搬
な
術
油
化
の
一

つ
に
す
ぎ
な
い
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
か
ら
推
甜
し
よ
う
と

す
る
と
こ
ろ
に
、
す
で
に
人
さ
な
限
界
が
仔
在
し
て

い
勺
Ｃ
、

必
饗
な
の
は
．
「
化
宅
喪
失
不
変
堪
就
労
壯
」
を

広
い
懲
味
で
の
「
ホ
ー
ム
レ
ス
」
（
路
上
に
饗
て
は

い
な
い
が
．
佐
所
不
筵
状
態
に
あ
る
茜
）
と
と
ら
え
、

憶
馴
性
を
前
提
に
．
多
撫
な
購
泊
光
を
網
羅
的
に
把

握
し
よ
う
と
す
る
努
力
な
の
だ
が
、
厚
生
労
働
省
は

呪
在
．
「
佐
宅
喪
失
不
安
定
就
労
粉
は
ホ
ー
ム
レ
ス

で
は
な
い
」
と
い
う
兇
解
を
蝋
し
て
い
恋
隅
「
画

猯
は
あ
く
ま
で
状
態
概
念
だ
か
ら
、
今
Ⅱ
ネ
ッ
ト
カ

フ
ェ
に
い
れ
ば
他
宅
喪
失
不
変
定
就
労
識
、
そ
の
人

が
畔
Ⅱ
蹄
止
で
堰
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
．
Ⅲ
じ
人
で

も
ホ
ー
ム
レ
ス
」
と
い
う
肱
叫
で
あ
り
．
叺
方
を
と

も
に
（
唆
雅
の
）
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
と
い
う
状
態
慨

行
脚
縦
地
な
ど
で
は
、
「
ネ
ヅ
ト
カ
フ
ェ
雌
腿
、

金
川
で
ｎ
Ｎ
○
○
人
』
と
い
う
形
で
低
え
ら
れ
、

「
、
四
○
○
人
」
と
い
う
数
字
が
強
側
さ
れ
て
い
る

が
．
こ
れ
は
「
『
粥
迎
的
刊
剛
括
』
の
〈
が
疵
数
〉

ベ
ー
ス
の
仙
朏
蝿
失
不
安
定
就
労
粉
等
の
碓
計
航
」

二
○
Ｏ
Ｌ
年
八
Ⅱ
二
八
Ⅱ
に
発
炎
さ
れ
た
本
調
査

は
．
ざ
ま
ざ
よ
な
Ⅸ
蝋
を
呼
び
、
仏
の
と
こ
ろ
に
も

多
く
の
咄
材
が
舞
い
込
ん
だ
。
も
っ
と
も
多
か
っ
た

瞬
川
は
．
「
企
川
で
几
Ⅲ
○
○
人
」
と
い
う
推
叶
畝

を
ど
う
緋
価
す
る
か
．
と
い
う
も
の
だ
っ
た
が
、
浮

か
び
’
が
っ
て
き
た
笈
態
、
今
後
簸
定
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
政
箙
に
関
す
る
髄
川
も
多
か
っ
た
。

本
稿
で
は
．
こ
う
し
た
闘
川
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

本
調
在
の
愈
蕊
と
限
界
に
つ
い
て
．
簡
単
に
私
兄
を

鑓
し
て
み
た
い
。

「
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
」
調
査
、
そ
の
意
義
と
限
界

１
「
数
』
の
問
題

湯
浅
誠
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
立
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
も
や
い
事
務
局
長
／
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長

念
で
と
ら
え
る
こ
と
を
頑
な
に
拒
否
し
て
い
る
。

こ
の
澗
蹴
に
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
倒
辿
を
所
糠
し
て

い
る
社
会
・
援
繊
川
地
域
孤
祉
鰍
と
．
本
調
査
を
担

当
し
た
職
業
安
定
川
就
労
支
擬
室
の
間
の
押
し
付
け

合
い
（
縦
割
り
行
政
）
の
弊
害
が
垣
捌
兄
え
る
の
だ

が
、
こ
こ
で
は
そ
の
悶
題
に
は
深
入
り
し
な
い
。

上
記
を
第
一
の
限
界
と
す
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
た
だ

ち
に
第
二
の
限
界
が
導
き
出
せ
る
。

②
腹
義
の
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
に
あ
る
人
た
ち
の

施
劫
性
を
前
縫
に
、
多
様
な
徳
池
元
を
網
羅
的
に
調

虎
す
る
こ
と
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
爽
塊
可
能

性
が
低
い
こ
と
は
容
脇
に
想
像
で
き
る
。
光
に
も
蘭

及
し
た
「
湛
拍
り
す
る
蝸
所
」
に
挙
げ
ら
れ
た
鳴
所

を
列
挙
す
る
だ
け
で
も
、
ピ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
・
旅
館
、

カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル
、
簡
湯
術
泊
所
（
ド
ヤ
）
．
、
サ
ウ

ナ
、
カ
ラ
オ
ケ
店
．
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
、
そ
の

他
の
飲
食
鵬
、
路
上
（
公
園
・
河
川
敷
・
道
路
・
駅

舎
等
の
施
設
『
友
人
の
家
な
ど
に
泊
め
て
も
ら
う
、

夜
は
起
き
て
い
て
丑
に
図
書
館
な
ど
で
寝
る
．
と
一

○
箇
所
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
他
と
し
て
、
会
社
寮
、

他
み
込
み
就
労
、
夜
は
起
き
て
い
て
始
発
砿
血
に
染

っ
て
渡
る
、
な
ど
．
さ
ら
に
多
様
な
「
禰
泊
先
』
を

想
定
で
き
．
火
際
、
〈
も
や
い
〉
に
生
活
相
麟
で
脳

れ
る
「
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
雛
腿
」
の
中
に
は
．
そ
の
よ

う
な
人
た
ち
が
い
た
。
当
然
な
が
ら
．
そ
れ
ら
の
場

（
嚢
６
）
で
あ
る
こ
と
に
性
感
を
要
す
る
。

「
週
三
－
四
日
程
腹
』
以
上
の
「
常
連
的
利
用

荷
」
に
つ
い
て
は
、
出
会
え
た
確
率
を
勘
案
し
て

〈
作
打
数
〉
を
惟
叶
し
て
い
る
が
．
孤
川
○
○
人
と

い
う
の
は
．
そ
の
数
字
に
す
ぎ
な
い
。

他
方
．
「
生
活
・
就
業
笈
態
調
壷
」
（
以
下
・
実
態

調
壷
）
の
側
取
り
対
顔
者
の
中
に
は
．
か
な
り
の
制

令
（
饗
Ⅷ
Ｉ
川
）
で
「
週
に
一
’
二
日
程
度
」
未
満

の
利
川
者
が
含
ま
れ
て
い
る
。
哩
生
労
働
省
は
、
こ

れ
に
よ
っ
て
「
（
実
態
調
査
で
は
）
〈
存
在
数
〉
ベ
ー

ス
に
近
い
数
字
か
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
解
釈
し
て
い
る
が
（
肛
匝
）
、
五
四
○

○
人
と
い
う
致
字
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
の
人
は
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
て
い
な
い
。
厚
生
労
働
打
、
身
が
蝿
め
て

い
る
よ
う
に
、
か
な
り
畷
昧
さ
の
蝿
る
散
字
と
蘭
わ

ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

所
で
「
仏
宅
喪
失
不
資
定
就
労
燭
」
を
特
定
す
る
こ

と
は
さ
ら
に
悶
雛
で
あ
り
．
網
羅
的
に
把
握
す
る
こ

と
な
ど
不
可
能
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
不
可
能
性
は
、
「
租
泊
り
す
る
蝸

所
」
に
具
公
設
）
シ
ェ
ル
タ
ー
」
が
挙
が
っ
て
い

な
い
こ
と
に
よ
っ
て
染
た
き
れ
て
い
る
。
欧
米
で
は

ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
に
あ
る
人
た
ち
の
も
っ
と
も
代
表

的
な
宿
泊
先
で
あ
る
は
ず
の
「
シ
ェ
ル
タ
ー
」
が
．

多
様
な
循
泊
先
の
一
つ
と
し
て
き
え
挙
げ
ら
れ
て
い

な
い
と
い
う
州
英
。
こ
れ
に
よ
っ
て
．
ホ
ー
ム
レ
ス

状
態
に
あ
る
人
た
ち
は
．
多
様
な
人
々
が
雑
多
に
入

り
混
じ
る
私
的
伽
域
へ
と
迎
い
や
ら
れ
、
そ
の
把
搬

が
不
可
能
と
な
る
。

こ
の
醜
点
に
お
い
て
は
．
『
寝
泊
り
す
る
場
所
」

に
挙
げ
ら
れ
た
私
的
設
備
は
．
い
ず
れ
も
「
賛
困
を

隠
す
」
役
割
を
担
っ
て
／
弧
わ
さ
れ
て
い
る
。
貧
困

の
不
可
視
化
と
は
．
単
に
人
々
が
貧
困
に
対
し
て
無

関
心
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
公
的
・
私
的
領
域
の

分
担
を
含
め
た
社
会
シ
ス
テ
ム
総
体
が
、
貧
困
を
可

視
化
も
し
、
不
可
枇
化
も
す
る
。
Ｈ
本
の
貧
し
い
佐

宅
政
簸
は
．
そ
の
恵
味
で
貧
困
を
不
可
視
化
す
る
装

置
（
私
的
設
備
）
を
雌
大
鴎
駆
鋤
す
る
原
助
力
と
し

て
機
能
し
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
、
「
其
際
に
そ
れ
よ
り
も
多
い
だ
ろ

う
」
と
い
う
推
測
を
超
え
て
、
次
の
よ
う
な
側
題
を

提
起
す
る
。

仰
「
週
一
～
二
Ⅲ
種
腱
」
米
撰
し
か
ネ
ヅ
ト
カ

フ
ェ
に
泊
ま
っ
て
い
な
い
人
た
ち
（
本
調
盃
の
〈
利

用
肴
ベ
ー
ス
〉
で
把
握
き
れ
て
い
な
い
人
た
ち
も
含

め
て
）
の
中
に
は
、
ネ
ヅ
ト
ゲ
ー
ム
な
ど
を
目
的
と

す
る
多
く
の
人
た
ち
と
と
も
に
、
多
く
の
「
住
宅
喪

失
者
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
数
字
を
計
上
す
る
場
合

に
は
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
爽
政
を
樹
立
す
る
必
要

が
あ
る
が
．
そ
れ
は
厚
生
労
働
宵
と
い
え
ど
も
非
舗

に
川
雌
な
作
業
で
あ
る
。
雌
大
の
理
由
は
、
ネ
プ
ト

ヵ
フ
ェ
宿
泊
将
ベ
ー
ス
で
「
他
宅
喪
失
不
安
定
就
労

粉
」
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
．
本
鯛
盃
の
コ
ン
セ
プ

ト
そ
れ
自
体
に
内
在
し
て
い
る
。

２
二
つ
の
限
界

4３ 4２ 
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ｌｉ ５．轄来の生活に対する気持ち

０２６〈学生（０１２＝５）以外に封して＞将来の生活に対してどんな気持ちを持っていますか。次の
中から脳も近いものを－つ選んでください。

３
必
要
な
対
策

そ
し
て
こ
の
限
界
点
か
ら
、
必
然
的
に
「
必
要
な

対
策
」
の
中
身
が
導
か
れ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
住
宅
保
障
で
あ
る
。
公
的
政
策
の

貧
困
が
震
小
化
さ
れ
た
実
態
把
握
に
結
び
つ
く
と
い

う
悪
循
環
の
中
で
は
、
把
握
さ
れ
た
調
盃
結
果
に
も

と
づ
い
て
対
策
を
立
て
る
．
と
い
う
手
法
は
役
立
た

な
い
。
調
盃
結
果
に
反
映
さ
れ
な
い
部
分
に
こ
そ
、

も
っ
と
も
深
刻
な
困
難
と
ニ
ー
ズ
が
潜
ん
で
い
る
か

ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
調
査
に
よ
っ
て
推
計
さ
れ
た
五

四
○
○
人
を
も
と
に
対
策
を
構
想
す
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
間
違
い
な
く
、
近
い
将
来
の
機
能
不
全
を
約
束

さ
れ
た
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
広
義
の
ホ
ー
ム
レ
ス

状
態
に
あ
る
人
た
ち
が
広
く
利
用
す
る
こ
と
の
で
き

る
、
大
規
模
な
住
宅
保
障
政
策
が
必
要
で
あ
る
。
そ

こ
を
拠
点
に
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ
け
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
も
掘
り
超
こ
き
れ
、

よ
り
正
確
な
実
態
も
把
握
き
れ
、
よ
り
い
っ
そ
う
充

実
し
た
政
策
へ
と
発
腿
き
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

そ
し
て
第
二
に
、
住
宅
保
障
と
セ
ッ
ト
で
生
活
保

障
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
住
宅
保
騨
政
策
が
打
た
れ

て
も
、
そ
れ
が
現
在
、
大
都
市
鰯
で
行
わ
れ
て
い
る

「
ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
噸
業
』
同
様
、
生
活
保
護

東京（非正規）大阪
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Ｌやりたいことなど将来の希望や目橡があるので．がんば

るニヒができる

2.いずれどう'二かなると思うので、将来はあまり不安では

ない

ａ将来のことは考えないようにしている

4.将来のことが､漠然と不安

5.将来のことが．とても不安
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「将来の生活に対して不安」（４．５）を感じている者が．約半数を占めている（〕l〔点46.8％

・大阪53.6％)。

來蕊分についてf'二齢階墹別にみると．「いずれどうにかなると思う」樹(2)の割合は、箸年増

で28.4％であるが．中商年増はその半分（11.9％）となっている。

へ
の
「
防
波
堤
」
と
し
て
位
籏
づ
け
ら
れ
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
入
居
者
は
、
入
居
に
よ
っ
て
ざ
ま
ざ
ま
な

リ
ス
ク
を
背
負
う
こ
と
と
な
り
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る

を
え
な
い
。
「
ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
蛎
業
」
は
、

本
来
生
活
保
餓
法
の
定
め
る
「
他
法
他
施
策
」
で
は

な
く
、
自
立
支
援
事
業
を
選
択
す
る
か
、
生
活
保
謹

を
選
択
す
る
か
は
、
本
人
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
だ

が
、
現
実
に
は
双
方
の
窓
口
と
な
っ
て
い
る
福
祉
事

務
所
で
．
自
立
支
援
事
業
へ
の
強
力
な
『
鰄
導
」
が

行
わ
れ
る
。
ま
た
、
期
間
内
に
就
労
で
き
巻
か
つ
た

人
た
ち
の
多
く
は
路
上
に
戻
き
れ
、
し
か
も
そ
の
と

き
に
は
．
か
つ
て
の
生
活
基
盤
（
テ
ン
ト
。
ア
ル
ミ

缶
拾
い
の
テ
リ
ト
リ
ー
な
ど
）
は
失
わ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

住
宅
保
障
を
先
行
さ
せ
る
「
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ァ
ー

ス
ト
」
と
は
、
『
と
に
か
く
住
居
は
与
え
る
が
、
生

活
保
障
は
し
な
く
て
も
い
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
拠
点
と
な
る
場
所
を
確
保
す

る
こ
と
が
、
よ
り
充
実
し
た
生
活
保
障
に
結
び
つ
け

る
機
会
を
高
め
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
「
フ
ァ

ー
ス
ト
」
で
は
な
く
「
オ
ン
リ
ー
」
で
あ
り
、
纏
め

て
不
喪
定
な
就
労
形
態
か
ら
の
離
脱
を
促
す
契
機
と

も
な
ら
な
い
。

現
在
期
こ
え
て
く
る
と
こ
ろ
で
は
、
国
が
ネ
ッ
ト

カ
フ
ェ
の
パ
ソ
コ
ン
上
に
求
職
情
報
を
提
供
す
る
．

１． 

１１ 

１． 

６．－番困っている二と

Ｑ２７〈学生（012＝５）以外に対して＞今、一番困っていることはどんなことですか。（自由記述）

今、一番困っていることに関して自IHIに回答してもらった内容を、東京と大陸の紘曙喪失者

全体について大まかに分緬してみると．「仕鞭がない」「仕ﾕ18が不安定」など仕撫に閏すること

をあげる蒋か23.0％、「住居がない」「アパートを備りたい」など住居に閏することをあげる者

が22.3％、「お金がない」「収入が不安定」など収入や金銭の確保に関することをあげる者が
20.0％となっており、「仕事」「住濡」「金銭」に関する凹答が多かった。

そのほか、「病凱・けが・漣醗状態」（7.2％)、「食事」（3.8％)、「債務・借金」（1.9％）な

どが困っていることとしてあげられてい亀。

１
ナ
ー
を
つ
く
り
、
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
で
は
、
東

京
都
が
一
定
の
住
宅
挫
供
を
（
お
そ
ら
く
従
前
の
ホ

ー
ム
レ
ス
施
策
の
延
長
線
上
に
）
考
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
い
ず
れ
も
検
極
的
な
問
題
改
善
・
解

決
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
と
い
う
よ
り
も
．
「
社
会
的

に
こ
れ
だ
け
騒
が
れ
て
し
ま
っ
て
議
員
の
関
心
も
高

い
た
め
、
何
も
や
ら
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と

い
う
消
極
的
な
姿
勢
に
も
と
づ
い
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
。

社
会
的
な
注
目
が
商
ま
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
仕
方

な
く
腫
れ
物
に
軟
膏
を
戦
っ
て
お
く
、
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
そ
こ
を
人
口
に
腫
れ
物
を
つ
く
る
体
内

の
原
因
（
社
会
の
榊
造
的
要
因
）
に
切
り
込
む
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
成
果
の
上
が

ら
な
い
中
途
半
鵜
な
政
策
に
中
途
半
鵡
な
予
算
を
使

い
、
結
局
は
税
金
の
無
駄
遣
い
に
締
結
し
て
し
ま
う

だ
ろ
う
。

（
ゆ
あ
さ
．
ま
こ
と
）

4２ 

4４ －４５－ 



跳命と社会lＸ脚lioU453（2007年l1il1261JIj）

蕊京（非正規）大砿

資料／｢ネットカフュ雌些』謝盃報告書

③年金２．繊金の戦況

０２１（字畿（012＝５）以外に対して＞現琵111金がありＬすか．ある蝿合は．騨醐でどのぐらいに
なりとL１．か．（）内にあてIユまる欽を願入してください．（法：ない鳩合IまＯと鎚入）

来京（非正規）入職

】4.6(蝿）

９．８ 

49 

68.3 

２可

1．「１７生｣１６企」に加入

2.「、興艸÷企」に加入

3.ＪぺわからKJい

４．m1入していない

ＮＡ 

３．４(96） 

0.7 

17m 

7５．７ 

２．１ 

３．６(鍋）

2.7 

12.9 

79.0 

1.8 

4ａ８(船）

１１．５(髄）

２８(蝿）

ｊ
ｊ
ｊ
 

船
拓
船

Ｉ
Ｉ
Ｉ
 

２
７
１
 

■
■
■
 

２
０
７
 

３
５
１
 

２９．９(蝿）

55.4(船）

14.7(船）

ある（７JF1）

Hfい

ＮＡ 

‐
年
巾

ザ
ー
ー
Ｆ
十
Ｉ
‐Ｇ
Ｉ
・
’
０
６
－
中
・
け

い
屯
１

100,0100.0」､０．０

100.0(髄）10,.0(粥）JOD.Ｏ(蝿）

１２W(万円）

６２(方同）

92(万円）

35(万円）

92(万円）

32(万円）

塊在のＩＩＢ企瓢（｢ある」者の平均額）（窪１８）

哩在のⅢ企柧（｢ある」者迄「ない」者の平均額）

JiHjⅡ保険・鵬銀蝿険・轆金については．「ｶﾄﾞ1人していない」哲が全体的に７－８綱である。

４．悩み噸等各掴麟でさる人

Ｑ２５<拳竣（０１２＝５）以外に対して＞困ったことや雄iみ耶忽P捌駿できる人がいますか｡次の中か

らめてIユェらしの芒全部あげてください．（7.以外被欽回答znl）

東京（非正規）大破

１１#企については．来賦では趣「ある」とする:冊が約３瓢（Z9.9％、で．塊在のiiIr灸師は．「あ
る」輯の平均で92万lⅡ】、「ある」識と「なし､」満のJIL均で32万円である。大阪では、「ある」と
する瀦が約半致㈹8.8％）で．型羅の鯖全額Iﾕ．「ある」髄の平均で124万111．「ある」粉と
｢ない」・lfのjIL均で鰹〃円である。

〕I〔〃(分について難齢鑑旙:！にみると．ＩＩＴ金のある粉がll2i鮖年肘で27.3％である”に、軒３lx牌
では６１．２％となっている。

3.4(粥）
９．６ 

３２２ 

．１１．６ 

０．７ 

７．５ 

３８．４ 

５．５ 

ｊ
 

飴Ｉ
 

５
９
２
９
９
３
１
０
 

臥
ｄ
２
４
４
Ｚ
ａ
ｑ

Ｉ
１
 

５
 

ｊ
 

鵠Ｉ
 

７
９
０
８
９
１
Ｚ
９
 

Ｇ
△
■
◆
。
巾
印
■

２
８
９
３
０
７
２
４
 

２
１
 

４
 

1.鯉

2.兄弟・鞭せき

3.友人

4.,人。．，LIUり合い

5.職場の同輝

5.その他（）(鍵19）

7.梱鱗で辿る人はいない

ＮＡ 

３．艇1,保険・社会保険の加入状況

０２４〈学生（012＝５）以外に封して＞歴朋保険・社会保険に加入していますか。（注Ｈ現在、保
険料を支払っている燭台を「加入」としまマ｡.）

(1)厩用保険禦京（非正規）大破
Ｚ３(粥）

0,0 

85.4 

Ｚ３ 

lilつれことや悩み１１８を「ｲ11鱗できる人がいない」とする嶺のiIlll会は、来京では42.2％、大陸

では56.1％である。（鍵20）

4.0(鵠）

14.3 

80.4 

１．３ 

３．４(粥）

19.2 

76.0 

1.4 

1.加入している

2.よくわからない

3.加入していない

ＮＡ 

100.0(蝿）ＩＤｑＤ(粥）ＪＯｑＯ(粥）

東京（非正規）大阪(Z)医鯉保険 ■ 

ｄｏ(蝿）

22ＬＯ 

Ｚ３ 

65.9 

４，９ 

２．７(船）

4.1 

20.5 

71.2 

1.4 

３．Ｍ鶉）

6.7 

15.6 

73.2 

Ｌ３ 

】.「健殿保険』に加入

2.「国民雌噸保険」に加入

3.よくわからない

4.加入していない

ＮＡ 

＋Ｌｕ■１ 

100.0(飴）100.0(粥）Joao(鶉）

(注1ﾖ）２５（摘み』ＩＣ皆棚錬できる人）の５（その他）のＩMOE的lUil霧例催．「区役所・描祉噸猯Ｉ所」（１０

人）など．

(注20）rhMみＪＩＣのⅡI8jiIIi子がいない」とする若の１V１１分についてlﾕ．１列鬼は．労fIb欧軍研究．副mE鰻Ｎｉ

が蝋Ｊｉｉの】８～29奴の将枌2000人（学生一主峰除く）に川して行った「艀潜のワークスタイル副盃」（＝

｢大郷iIiの務瀦の靴乗行動と鯵1丁過穣（2006)」所収）において知1mの賀IMI頓目力亡ある力r、郷憧で４－

５％極哩（紐渋的なⅡ''四巻除く）となっており、そｵLに比べて本鱒糞の馴合は相当商L、ものといえる．

４１ 

，４P 
９， 

；１ 
１， 

1.0 
(注18）II1i金額については1000刀以上の潜力fⅡ〔ﾘｴで２人．大IZfで３人1,､たが、ＪＩＦ業'二火lu【したIfI轍乗
粉など特昧饗IjhlI二よるものと考えらｵLろとともに．」12均煎皆大魯くりI等上げるものとなるため．ニオＬ
ら壱除外してjI8均魍をilI算した。

１
１
０
１
．
．
，
Ｉ
‐
 

Ⅲ
一
Ｆ
町
Ｉ
し
‐
‐
凸
－
・
ず

‐
‐
Ｉ
‐
；
Ｉ
 

。
■

4０ 

－４６－ －４７－ 



衡企と社会保騨Nql4銅（2007年11)l上旬号）

（96） 

資鰯／｢ネヴトカフニ離民」調盃報告襟

嚢１５重哩皿の分布第４節生活の状況

１．１ヶ月の支出

０２０〈学生（012＝５）以外【二対して＞毎月の支出は平均していくらぐらいになりますか（ここ３

か月ぐらいの平均)．次の各項目について（）内に当てはまる散を配入してください－（注：整

敏また(よ小敵の蝿合は小数点以下１位までで腿入）

(1)武史来京（非正規)大阪

凸
■
－
口
Ⅱ
Ⅱ
！
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｆ
１
Ⅱ
Ⅱ
Ｐ
●
Ｐ
Ⅱ
Ⅱ
Ｂ
ｌ
７
ｂ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
Ⅱ
Ｐ
０
－
０
ｒ
－
■
■
■
曰
■
■
｜
■
１
１
‐

ａ爪万円）

ａ２(万円）

2.5(万円）

2.9(万円）

2.9(万円）

3.2(万円）

平均瓢（空欄暦0円として処理した鳴合）

平均額（空欄をＮＡとして処理した場合）

(2)窪泊邑Ｕのための費用（ネットカフエ等の利剛科を含む）

ａ３(方円）

4.0(万円）

2.7(万円）

3.Ｍ万円）

2.4(万円）

2.8(万円）

平均額（空欄を0円として処理した鰯合）

平均額（空欄をＮＡとして処理した燭台）

日用＆や理藁審・浴蝿など生活必癩項目3)衣凪｡●
■
■
ｌ
■
ｌ
Ⅱ
Ｐ
４
■
２
８
８
Ⅱ
２
Ｆ
１
■
■
●
ｂ
５
曲
■
勺
Ｐ
上
し
□
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
日
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
０
日
Ⅱ
７
円
●
■
Ｆ
１
一
■
■
？
■
Ｐ
Ⅱ
Ⅱ
７
６
■
■
曰
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■
Ｔ
▲
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
Ｆ
－
■
ウ
ト
ー
ロ
■
Ｔ
ト
ー
ー
リ
ー
十
１
１
？
ロ
ー
凸
ｒ
●
■
－
－
。
Ⅱ
Ｕ
Ｉ
■
Ｔ
■
十
十
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｆ
■
■
：
Ⅱ
■
Ｐ
●
■
■
』
■
■
■
■
■
■
Ｉ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
▼
上
Ｐ
■
Ｌ
■
Ｐ
■
■
Ｐ
■
ｂ
Ｔ
１
９
ｈ
Ｐ
‐
‐
十
ｂ
巾
■
Ｐ
｜
■
Ｉ
Ｆ
。

ｑ』(万円）

ｑ３(方円）

0.6(万円）

0.9(万円）

0.6(万円）

0.9(万円）

平均甑（空掴を0円として処理した喝合）

平均額（空掴をＮＡとして処理した喝合） １ヶ)1あたりの支出は、平均すると‘食費では来噸2.5万円-2.9万円・大阪2.1万mx1-3.2万

円．鍵泊まり閲では東京2.4万円-2.8万円・大阪2.3万円～4.0万円となっている。

(4)挽輔唾騒代

OL４(方円）

｣.０(万円）

0.4(万円）

０．６(方同）

0.4(万円）

0.5(万円）
なお、これら数字は､.魂在ほとんど定収入のない失業幾．無業者も含む数字であるので.就

業状態．就業形態ＨＩにみていく必要があり、これを一覧畿にしたものが喪'6である（｢食慨」

とｒ漢ｉｎ護りＨ１」とについてのみ拙げだ｡)。

これによれば、企間（來瀧）については、「②催鰹喪失非正規労働者」は2.9万円－３．２万円．

｢④住珊喪失ロ脈派逝労働者」は3.2万円-3.7万円となっている。また．寝泊まり費（束】'(）

については．「②住鰯喪失非正規労鋤者」は2.7万円-3.1万円．「④住居喪失日雇派過労働潴」

は2.8万円－３．３万円となっている。

平均畝（空飼を0円として処理した螂合）

平均額（空楓をＮＡとして処理した堀合）

(5)娯顛（飲酒・ギャンブル・ゲーム・飽鰭などを含む）

ｑ２(万円）

ｑ５(方円）

1.7(万円）

2.6(万円）

1.2(万円）

１．９(万円）

平均観（空伽藍0円として処理した蝿合）

平均観（空掴をＮＡとして処理した濁合）

まず、それぞｵLの支出項目別の支出1【iiの分布についてみてみると、嚢15のとおりとなり、対

象霧により柧当穏哩のばらつ馨がみられるとともに、「空欄』としていた老力蜘当1,1合にのぼ
ることがわかる。

この「空欄」は、「０円」や「0円に近い少額」を趣味するM1合のほか、蝿曲な鳳答拒否の
n 

』11合や、１力､月分の毎日鍵なる支出額の記憧をたどって合叶甑を回答することが､`比城的腿越

しやすい収入額やiHi金額とは鍵なり困難であることから回答者自身も「わからない」場合など

様灯な場合があると考えられる。

「空欄」回答は相当制令にのぼる麺けに、その処nK如何で築叶総采に影糎を与える可能性が

あると蝦えられるため．空欄を「0円」として処理した墹舎と、「ＮＡ」として処皿したM》合

の鰭染を併記した。

(万円）墨１６興鰯状趣・蛇鰯形圏別の支出額

２５－２９２】－３２z４－２Ｂ２３－４０

２９－．２２２－３灯２７－３１２３－３４

２７～。】２７－３０２３－３２
－ 

３２－３７２８～３３」b【

２５－２９２６－２９域

(注）「。～。」という覆妃の塞側は．空掴差０円として処理した喝合．右側は空欄をＮＡとして処
理した燭台の欧字を饗す．蕊は対象鋼査サンプルが10人宋濟であることを狸す．

3９ 
3８ 

－４８－ －４９－ 

食賀

束蔽大破

寝泊まりEＨ

東京大砿

生活必鰯品

鞭涼大阪

甥帯趣騒

東京大阪

娯蕊

来京大阪

50.000円超

-50.000円

～40.000円

～30.000円

～200000円

～'00000円

～5.000円

０円(1000円未濟）

空掴

ＮＡ 

計 ８３２５８句ｑ０６００ａＺ２２ａ２２ｑ錨ｕｍ
Ｉ１ 

１ ０８４０８７６７１９０ ●●⑥Ｓ■Ｅ■■■■● ８５３０８０３２咀乱伽１２１１ 

１ ２３６２９９０４５０Ｄ ２Ｚ４２ｆ仏Ｑ２処ｕ“
Ｉ１１ 

１ ４１２９１２３６５９０ ●■■■■■■■■■■ ５７５７２１０３２４０ １１１１１１０ １ ０００００２４５９０Ｏ ｕｕｕｕｕ醒２哩鍾ｎｍＩ ９９３５１２６１８６０ ６好■□■■■Ｇ■ｃ・００１４３５１４０７０ １１２３０ １ 旬０ｑ０ｇ０６５１ＯＤａｑ２ｕ４ｑ“哩顕ｕ“Ⅱ ０４０８７９４２２４０ ■●●●◆ｃ■■①■● ０００１５２５０３９０ １４２０ １ ００り４幻４９５３００ｕｕｕ２孔Ｚ仏哩“ｑ皿Ｉ ４１６０９１３６９０Ｏ ａａａ４２乳⑤理璽ａ、
１ 

１ 

食興

束京 大阪

寝泊まり費

粟京 大阪

①l主暦硬矢審

(宮)体回\靭尖白面H面照と片l動蒙：

⑤t上層畏矢自営鍵・フリーランス

2.5-2.9 

2.9～3.2 

2.7～3.1 

３．２～3.7 

2.5～2.9 
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職金と社会僻陣IHnl453（2007jI:11月上旬号）資料／｢ネヅトカフェ離氏」鋼盃雑告撚

(万円）綱壷対象煉腸喪失粉が求職禰勅をする」是で（Ｘはしようとする上で）のlIII廼点と考えている

こととしては、「Ｈ払いでないと生活賀が繩かない」という点（〕I〔)ｉ<40.2％・大陸53.7％）と、

｢組鵬荊1冊二{UF<懐所がない」点（来)X30.4％・大臓56.1％）が_'二位にあげらｵLている。

来砿分について年齢旙臓別にみると．「l:l払いでないと生概IHIが縮がない」とする識がIlni(Ii

fFIiiで21Ｍ)％であるのに、糖年墹では61.7％となっている。

鞍お、「求人年齢があわないと」する者が来｣i(で32.6％と多いのは．來甑は五'三齢lii②揃い粉

の櫛成比が間いため（dlO雄以上＝来承58.0％・大阪26.8％）であると聯え,ら礼ろ。

喪１４鋺桀状蝋・就粟形態別の収入釦

９．１ヶ月の収入

０１９（学生（Ｑ12＝５）以外に対して＞収入は】か月'二いくらぐらいになりますか（ニニ３か月
ぐらいの平均九（）内にあてはまる歎署２２入してください。（注：整数または小欽の鰯合は小
欽点以下１位までで記入）

東凝（非正規）大阪

１０．７(万円）１１．３(万円）ａ３(万円）

６，フ(船）２．７(蝿）ｌＺＩ(艶）
lか月の収入額（平均額）

ＮＡ 
(注）燕は対象鋼鍾サンプルが10人未満であることを蕊す。

調壷対難11Z鵬喪失識の平均月収額（手｣1Ｗ）は．束〕;(で10.7万円、大阪で8.3万IⅡlである。

ただしこの数字は、定収入のない失業讃・熱業者も含む欽顎である②で、就業彩鰹別にみて

いく必要があり、これを一覧嚢にしたものが喪14である（回収調壷サンプル数の少ない正社ｊｉ
輔は割愛した)。

なお．蝋)i[分の「②住腿喪失非正塊労働老」については、年齢職別でも分けて染計した。

これ'二よれば、「②僅膳喪失非正塊労働精」の収入甑は、Ｊｌｐｊ〔11.3万IIJ（若』'二職13.2万円・
中禰年肘10.0万ITI）・大阪9.3万円、「④(謹喘喪失ロ脈派遮労働讃」の収入額は．〕l[〕i〔12.8万円
となっている。

また、大阪において「①住濫喪失渚」全体の歎宇が8.3万IIJと低いのは．もともと大阪の調

蕊サンプル図体が少ない（41人）とこゑに、定収入のない「⑦鯉膳喪失失業者」（31.7％)、
｢③住暦喪失無業巷」（7.3％）の割合があわせて約４iIfIIを占めることによるものと考えられる。

なおこれらの収入額は手JIZ額であるので、税込み額iiii額では、これらよりも１瓢程度以上多
いものと考えられる。
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JIq京 大阪

①住膳裡夫者

⑤住居喪失日雇画用労働譜

⑤住居喪失自欝戴・フリーランス
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